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地域課題解決支援プロジェクト 

「中部高原地域３市町が連携した子育てしやすい環境づくり」協議会 

取組実績 

 

 

１ 参加自治体 

高梁市、吉備中央町、美咲町(３市町)  

 

 

２ コーディネーター 

 株式会社図書館流通センター  

 

 

３ 取組実績 

【令和５年度】 

 ベビーファースト宣言を行っている３自治体が連携し、子育て世代が過ごしやすい環境

の整備に向けて、幼児、児童生徒向けのコンテンツを中心とした電子図書館の導入につい

て、広域で取り組んでいる先進地の視察、講演や試験運用を通じて具体的な検討を進めた。 

①第１回協議会（令和５年 10月５日）＠吉備中央町ロマン高原かよう総合会館 

・自己紹介 

・電子図書館システム「LibrariE & TRC-DL」、電子図書に関する説明、広域を含む運

用事例の共有 

 

 電子図書館構築のためのスケジュール、電子図書館のオープン日について協議し、

2023 年度は電子図書館の内容について十分な協議を行い、2024 年度の７月を目安に

電子図書館をオープンさせることを決定した。 

 

②第２回協議会（令和５年 11月７日）＠吉備中央町ロマン高原かよう総合会館 

・第１回協議会の振り返り、電子図書館の基本機能やコンテンツ選定業務に関する講

習、電子図書館サービスのターゲット・内容の検討 

 

    子育てのしやすさにつながる電子図書館のサービスとはどういうものか、ターゲッ

トをどうするかについて協議を行った。 
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 ③第３回協議会・先進地視察（令和５年 11月 24日） 

    視察先：兵庫県たつの市立御津図書館 

 説明者：たつの市立御津図書館 西田館長 

 ・２市２町での広域圏域利用/契約での電子図書館運用に至った経緯、現状の利用実態

における効果点と課題点などの共有 

   ・第２回協議会の振り返り、2024年度事業の検討 

 

 

    電子図書館の運営は通常、単独の自治体で行われることが多く、広域での電子図書

館の運営には、構築から采井まで様々な工夫が必要となるため、広域での電子図書館

を導入している先進地を視察し、事前に協議しておくべきことや課題について共有し

た。 

    2024 年度事業では①事前意向調査、②電子図書館の運営、③導入後のアンケート

調査を骨格とする。 

 

 

④第４回協議会（令和６年１月 11日）＠吉備中央町ロマン高原かよう総合会館 

・電子図書館に関する講演 

   講演テーマ『電子図書館の導入の現状と可能性』 

    専修大学文学部 教授 野口 武悟 氏 

   ・第３回協議会の振り返り、電子図書館におけるターゲット・コンテンツ比率や 2024

年度事業計画に関する協議 
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    中部高原地域における電子図書館サービスの概要 

    【目的】 

    ・子育てしやすい環境づくりを目指し、子育て時期の課題解決に役立つ情報を入手

しやすい環境を整備する。 

    ・子どもたちの学びを支援する環境を整備することで子育てしやすい環境をつくる。 

    【ターゲット・コンテンツの内容】 

    ・20～30代の子育て世代、小中学生をメインターゲットとする。 

    ・子育て世代への情報提供、小学生の読書支援に重点を置きつつ、家庭での電子書

籍の利用を促進するため、全世代を対象とした資料を揃える。 

    ・小中学校での利用も視野に入れたコンテンツを収集する。 

   

  

④第５回協議会（令和６年２月 15日）＠吉備中央町ロマン高原かよう総合会館 

    ・第４回協議会の振り返り、2024 年度事業実施計画や電子図書館サービスの利用促

進などに関する協議 

 

2024年度に電子図書館を構築するにあたり、業務工程とスケジュール、役割分担に

ついて協議を行うとともに、電子図書館サービスの利用促進に向けた広報活動や普及

のための働きかけなどについて先行事例を共有した。 
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【令和６年度】 

・令和６年５月から６月まで電子図書に関する住民意識の意向調査を行った。その

調査の結果、電子書籍を読んだことがある人は、回答者の 64％であり、36％が読

んだことがないという状況であった。しかし、「図書館で電子図書館が導入された

ら、利用したいと思うか」の問いに対して、94％の方が「利用したい」という回

答があり、公共図書館での電子図書館導入への期待は、十分にあると認識した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

・令和６年７月から令和７年２月まで、電子図書サービス「うちデジ」の試験運用

を実施。 

「うちデジ」の利用促進のため、広報活動や小中学校・地域での普及に取り組ん

だ。ポスターやチラシ、しおりを作成し、YouTube動画、広報紙、ケーブルテレビ

等で周知。また、小中学生が利用できるよう、全児童・生徒に IDを配布し、学校

を通じて利用を促進。さらに、スマホ教室や乳幼児健診等での体験を通じて周知

を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用案内 利用促進用しおり 
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  ・電子図書サービスの試験運用にあたり、利用促進を目的として、各市町で試験運用期

間中の各月に適した電子書籍の特集を企画した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポスター及びチラシ 

YouTube 動画 

８月特集「夏休みだ！自由研究」特集 

https://trcm365-my.sharepoint.com/:p:/g/personal/miyano_takayo_mail_trc_co_jp/EedJfDAcC9VMktRritFyCRMB_-8VGupTYxQsELh2BbTUhg?e=JGahL3
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  ①第１回協議会（令和６年４月 17日）＠吉備中央町ロマン高原かよう総合会館 

   ・令和５年度の事業概要について 

   ・令和６年度スケジュールの確認 

   ・試験運用前の取組みについての確認（意向調査等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ②第２回協議会（令和６年９月 10日）＠吉備中央町ロマン高原かよう総合会館 

   ・意向調査の結果について 

   ・電子図書サービスの利用、学校連携、広報・利用促進の状況について 

    

  ③第３回協議会（令和７年１月 16日）＠吉備中央町ロマン高原かよう総合会館 

   ・利用者アンケートの結果について 

   ・各自治体の取組みについて 

   ・実施事業の総括 

   ・活動報告会について 

   

  ④活動報告会（令和７年２月 13日）＠県立図書館デジタル情報シアター 

２年間の取組や成果等を発表した。 


